
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

目

次

担

当

課

（

室

）

【

告

示

】

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

施

術

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

の

廃

止

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

〃

〃

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

基

本

測

量

の

実

施

監

理

課

○

公

共

測

量

の

終

了

〃

○

〃

〃

【

警

察

本

部

】

○

簡

易

な

方

法

に

よ

る

開

示

請

求

を

す

る

こ

と

が

生

活

安

全

企

画

課

で

き

る

個

人

情

報

の

指

定

の

一

部

改

正

【

収

用

委

員

会

】

○

岡

山

県

収

用

委

員

会

事

務

処

理

規

程

の

一

部

改

収

用

委

員

会

正

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

令和４年３月１５日 第１２３７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
一
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
四
十
九
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

）
）
。

、

令
和
四
年
三
月
十
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
名
称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
所
在
地

指
定
年
月
日

株
式
会
社
成
峰

新
見
市
高
尾
２
３
２
－
２

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ

新
見
市
高
尾
２
３
２
－
２

R
４
.
２
.１

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
二
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

（
）

（

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
施
術
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出

（
）

）
。

、

。
が
あ

た
っ令

和
四
年
三
月
十
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

施
術
所
を
開
設
し
て
い
る
施
術
者

氏
名

施
術
所
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地

廃
止
年
月
日

佐
和

幸
賢

佐
和
治
療
院

苫
田
郡
鏡
野
町
奥
津
５
５
－
７

R
４
.
１
.
3
1

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

笠
岡
市
用
之
江
字
唐
松
山
二
一
七
、
二
一
八
の
一
、
二
一
八
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
唐
松
山
二
一
七
・
二
一
八
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
笠
岡
市
役
所
に
備

「

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
四
号

平
成
十
六
年
岡
山
県
告
示
第
三
十
五
号
（
保
安
林
の
指
定
の
解
除
）
は
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

高
山
芳
井
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
坂
根
六
二
三
三
番
一
地

先
か
ら

新

四
八
・
五

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
坂
根
六
二
二
八
番
三
地

四
四
・
四
～

先
を
経
て

五
一
・
二

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
足
谷
六
二
〇
二
番
一
地

先
ま
で

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
坂
根
六
二
三
三
番
一
地

一
一
三
・
〇

先
か
ら

三
・
二
～

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
足
谷
六
二
〇
二
番
一
地

二
〇
・
〇

先
ま
で

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
坂
根
六
二
三
三
番
一
地

旧

先
か
ら

四
八
・
五

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
坂
根
六
二
二
八
番
三
地

四
四
・
四
～

先
を
経
て

五
一
・
二

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
足
谷
六
二
〇
二
番
一
地

先
ま
で

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
し
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

北
木
島
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

笠
岡
市
北
木
島
町
字
豊
浦
九
七
六
八
番
五
八
地

先
か
ら

新

七
〇
八
・
〇

笠
岡
市
北
木
島
町
字
根
淵
一
〇
三
六
四
番
七
〇

五
・
一
～

地
先
を
経
て

二
八
・
〇

笠
岡
市
北
木
島
町
字
玉
立
一
〇
四
〇
七
番
一
三

地
先
ま
で

笠
岡
市
北
木
島
町
字
豊
浦
九
七
六
八
番
五
八
地

六
七
八
・
〇

先
か
ら

二
・
八
～

笠
岡
市
北
木
島
町
字
玉
立
一
〇
四
〇
七
番
一
三

一
〇
・
〇

地
先
ま
で

笠
岡
市
北
木
島
町
字
豊
浦
九
七
六
八
番
五
八
地

旧

先
か
ら

七
〇
八
・
〇

笠
岡
市
北
木
島
町
字
根
淵
一
〇
三
六
四
番
七
〇

五
・
一
～

地
先
を
経
て

二
八
・
〇

笠
岡
市
北
木
島
町
字
玉
立
一
〇
四
〇
七
番
一
三

地
先
ま
で

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

高
山
芳
井
線

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
坂
根
六
二
三
三
番
一
地
先
か

令
和
四
年
三

ら

月
十
五
日

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
字
坂
根
六
二
一
一
番
三
地
先
ま

で

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



〔
一
〇
二
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

備
前
市
、
赤
磐
市
、

美
作
市
、
和
気
町 

測

量

区

域 

基
本
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
、
オ
ル
ソ

作
成
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
四
月
十
二
日
か
ら
令

和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



〔
一
〇
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
岡
山
河
川
事
務
所
長
か
ら
次
の
と

お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

旭
川
中
上
流
域 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
測
量
、
数
値
地

形
図
作
成
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

終

了

年

月

日 

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



〔
一
〇
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
赤
磐
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

赤
磐
市
全
域 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
写
真
地
図
（
レ
ベ
ル
一
〇

〇
〇
）
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
二
月
二
十
八
日 

終

了

年

月

日 

令和４年３月１５日　岡山県公報　第１２３７８号



◎
岡
山
県
警
察
告
示
第
十
六
号

平
成
十
八
年
岡
山
県
警
察
告
示
第
十
二
号
（
簡
易
な
方
法
に
よ
る
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

個
人
情
報
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

岡
山
県
警
察
本
部
長

檜

垣

重

臣

本
則
の
表
猟
銃
等
講
習
会
初
心
者
課
程
考
査
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
初
心

得
点

考
査
結
果
の
発

生
活
安
全
部

者
課
程
考
査

表
の
日
か
ら
一

生
活
安
全
企
画

月
間

課

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
収
用
委
員
会
訓
令
第
一
号

岡

山

県

収

用

委

員

会

事

務

局

岡
山
県
収
用
委
員
会
事
務
処
理
規
程
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
収
用
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

岡
山
県
収
用
委
員
会

会

長

奥

田

隆

之

第
五
条
第
二
項
中

岡
山
県
公
印
管
守
規
程

昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
訓
令
第
五
十
七
号

を

岡

「

（

）
」

「

山
県
公
印
管
守
規
程
（
令
和
四
年
岡
山
県
訓
令
・
岡
山
県
警
察
訓
令
第
一
号

」
に
改
め
る
。

）

別
表
第
一
中

「

十
二

法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
各
号
に
掲
げ
る
事
務

」

を「

十
二

法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
各
号
に
掲
げ
る
事
務

十
三

委
員
会
の
規
則
、
訓
令
及
び
規
程
の
改
正
の
う
ち
軽
易
な
も
の

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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